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泉大津でがんばる市民団体を紹介します。

市民活動の
Vol.27　松下食育農業塾
　松下食育農業塾は、親子対象の体験型食育講座です。感
謝や思いやりの心を育むことを目的に、年 2 回作物の植え
付けから収穫、食事までの一貫した食育講座を実施してい
ます。
　例えば、じゃが芋の植え付けをする場合、ある程度芽が
出てくると大きなじゃが芋を成らせるため、太い芽を 1～
2 本残し残りの芽を引き抜く「芽欠き作業」を行います。

引き抜かれた芽もじゃが芋を
成らせることができたはずで
あり、これら作物は間引かれ
た上で大きく実ることができ
た、ということを芽欠き作業
の過程でお話すると、多くの
親子さんの目が変わるのを感
じます。

　さまざまなことが「当たり前」と思われがちな現代です
が、実際の農作業を体験し、作物の成長を目の当たりにす
ることで、子どもたちが自ら感謝と思いやりの心に気付く
ことができるよう活動しています。また、栄養士のスタッ

フ が 紙 芝 居 や
ゲームを通じて
楽しく野菜や栄
養の話もしてい
ま す（な お、当
塾の受講は基本
一度の体験とさ
せていただいております）。
　受講後は市が開催している「わくわく食育体験」へ参加
したり、JA さんの農地を借りて家族で家庭菜園に発展さ
れている人もいます。
募集時期　例年 1月と 6月頃（フェイスブック松下食育農
業塾とブログで募集要項を発表しますので、お問い合わせ
ください）
問合　代表者・松下智明（泉大津市食育推進策定委員会委
員・内閣府認定公益社団法人日本調理師会食育指導員講師
ほか）
所在地　農園…わかばの森アフタースクール（二田町）
事務所…串処　千代菊内（東助松町）☎32・8587（午前中）

連
載

この事業は泉大津市がんばろう基金を
活用しています。

Vol.28　「（仮称）泉大津市総合型地域スポーツクラブ設
立準備委員会」
　この準備委員会は、本市における運動またはスポーツを
する機会などを自分たちで充実させるため、地域が主体的
に運営することを前提とした国が定めたスポーツ基本計画
でも掲げられている「総合型地域スポーツクラブ」の設立
に向けて準備を行っている組織です。
　「誰もが、いつでも・どこでも・いつまでも気軽に運動
する機会を提供する」「運動することでスポーツの楽しさ
や喜びを知り、健康の保持増進・体力の向上・仲間づくり、
地域の絆を深め、住んでよかったと思うまちづくり」の 2
つをクラブ設立にあたっての理念として掲げ、毎月 1 回
以上、メンバーが集まって自分たちがまず楽しみながら、
なおかつ真剣にどんなクラブを設立していくか話し合って
います。
　このたび、設立に向けた右記のイベントを開催しますの
で、皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。詳
細はホームページなどでお知らせします。

泉大津ギネスに挑戦！
日時　2月 26日㈰　午前 9時 30分～
場所　条南小学校体育館　ほか
内容　
①健康チェック（インボディ測定、血管年齢）
②フットバッグ・コンセキュティブ
③どんぐりつかみ競争
④瞬発力測定
⑤まわせ！まわせ！フラフープ　ほか
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き
工
場
や
事
業

場
の
規
制
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
お
い

て
特
定
施
設
な
ど
の
届
出
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
騒
音
・
振
動
防
止
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

は
、
工
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
付
近

住
民
へ
事
前
に
周
知
を
図
る
よ
う
届

出
の
時
点
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
作
業
時
間
、
作
業
方
法
、
低
騒

音
型
建
設
機
械
の
使
用
を
指
導
し
被

害
の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
公
害
苦
情
の
件
数

は
55
件
で
、
項
目
別
で
は
大
気
汚
染

８
件
、
水
質
汚
濁
５
件
、
騒
音
21
件
、

振
動
０
件
、
悪
臭
21
件
で
し
た
。

　
な
お
、
屋
外
焼
却
は
悪
臭
な
ど
苦

情
の
原
因
と
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

　　　　　

　　　　　　

　　　

１時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内またはそれ以下であること

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が 0.20 ㎎／㎥以下である
こと 

光化学
オキシダント

二酸化窒素

浮遊粒子状
物質

１時間値の年間最高値は、0.108ppm で
環境基準は未達成
 環境基準の長期的評価に係る年間の日平
均値 2％除外値は 0.051 ㎎／㎥ 、年平均
値は 0.022 ㎎／㎥ 、１時間値の最高値は
0.077㎎／㎥で環境基準に適合
環境基準の長期的評価に係る日平均値の年
間 98％値で 0.029ppm、年平均値は
0.015ppmと、環境基準に適合

（参考）大気汚染物質測定結果

■市内河川のBOD経年変化（年平均値）■大津川のBOD経年変化（年平均値）

物質 環境基準（※） H27年度の測定結果

騒
音
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め

事
前
に
指
導
を
実
施

■
騒
音
・
振
動

１時間値が 0.06ppm 以下で
あること

※

環
境
基
準
：
人
の
健
康
を
保
護
し
、

生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準

２月は生活排水対策推進月間です

■
苦
情
の
現
状

公
害
苦
情
は
55
件

騒
音
と
悪
臭
が
件
数
ト
ッ
プ

　川などの水の汚れのうち約８割が生活排水によるもので
あり、その影響は特に冬期に大きくなります。
○流しの排水口に水切り袋をつけましょう。
○食用油は、流しに流さないようにしましょう。
○食器の汚れは拭き取ってから洗いましょう。
○洗剤は適量を使いましょう。
○浄化槽を正しく管理しましょう。
 　

　一人ひとりの小さな取り組みが、大きな効果につながり
ます。皆さんのご家庭でできることから少しずつ、始めて
みませんか。また、飲食店や旅館などの事業所についても、
同様の取り組みをお願いします。
詳しくは、大阪府の生活排水に関するホームページ
http://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/sei-hai/ をご覧く
ださい。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）
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●
気
象
の
状
況

　
本
市
で
の
主
風
向
は
東
の
風
（
陸

風
）お
よ
び
西
北
西
の
風（
海
風
）で
、

風
速
は
年
平
均
値
で
２
・
６
ｍ
毎
秒

で
し
た
。

●
二
酸
化
窒
素

　
二
酸
化
窒
素
は
空
気
中
や
燃
料
中

に
含
ま
れ
る
窒
素
が
物
の
燃
焼
に
伴

い
酸
化
さ
れ
発
生
す
る
も
の
で
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
生

源
は
工
場
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
や
家
庭

の
湯
沸
か
し
器
な
ど
の
固
定
発
生
源

お
よ
び
自
動
車
な
ど
の
移
動
発
生
源

と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
工

場
な
ど
に
対
し
て
は
、
低
窒
素
酸
化

物
対
策
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
二
酸
化
窒
素
の
濃
度
の
経
年
変
化

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

●
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

　
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
発
生
源
は
自

動
車
、
溶
剤
使
用
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　
工
場
な
ど
に
対
し
て
、
大
阪
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
適
正
な
施
設
の
稼
動
を
指

導
し
ま
し
た
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
主
成
分
で
、
窒
素
酸
化

物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
光
化
学

反
応
に
よ
り
生
成
す
る
酸
化
物
質
で

す
。

　
ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
な

ど
の
発
令
回
数
は
、
予
報
９
回
、
注

意
報
７
回
で
し
た
。

　
市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
予
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
市
内
の
公
共

施
設
に
旗
な
ど
を
掲
げ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
目

や
ノ
ド
に
刺
激
を
感
じ
た
と
き
は
、

水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
行
い
、
保
健

所
も
し
く
は
市
役
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
な
ど
の

発
令
回
数
の
経
年
変
化
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
は
、
大
気
中

に
浮
遊
す
る
粒
径
が
10
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
物
質
で
あ
り
、
発

生
源
と
し
て
は
人
為
発
生
源
と
自
然

発
生
源
に
分
類
さ
れ
、
粒
子
の
性
状

（
粒
径
、
成
分
な
ど
）
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
最
近
は
単
に
量
だ
け
で
な

く
性
状
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
の
経
年
変

化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
市
内
に
は
八
軒
川
、
新
川
、
竪
川
、

緑
川
、
安
治
川
の
５
河
川
が
流
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど

は
生
活
排
水
や
工
場
排
水
に
よ
っ
て

水
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
５
河
川
の
水
質
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
定
期
的
に
水
質
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
質
汚
濁

の
代
表
的
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
経
年
変

化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
大
津
川
の
環
境
を
守
る
た

め
昭
和
45
年
に
大
津
川
流
域
（
牛
滝

川
、
槇
尾
川
、
松
尾
川
、
大
津
川
）

の
本
市
、
和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
忠

岡
町
の
３
市
１
町
で
大
津
川
水
域
水

質
保
全
対
策
協
議
会
を
作
り
、
平
成

27
年
度
は
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

■光化学スモッグ発生
回数

■二酸化窒素濃度経年変化
（年平均値）

■浮遊粒子状物質濃度の
経年変化（年平均値）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
は
７
回

発
令
中
は
公
共
施
設
に
旗
な
ど
掲
出

■
大
気

河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

大
津
川
が
最
も
低
い
値

■
水
質

　空気・水・音…私たちを取り巻く環境の現状はどうなっているのでしょうか。
　本市では、市役所６階に設置している大気汚染常時監視システムで大気の状況を調査
しています。ほか、水質などについて、平成27年度分の調査結果を公表します。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

どうなってるの？ 泉大津の環境
平 成 27 年 度 版

光化学スモッグの発生予報などが出た場合、公共施設に旗などを掲出します。旗の場合、予報のときは緑、
注意報のときは黄色です。なお、施設によっては旗ではなく看板などの周知方法をとることもあります。

めざす姿：身近な環境を守り未来につながるまち
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シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 会 員 の 声

（シルバー歴 14年 1か月）
十河　等さん（81歳）

（シルバー歴15年11か月）
北口　洋子さん（77歳）

シルバー青年は生涯現役！！ シルバーは私の生きがいです！！
　現役中、先輩からシルバーの存在を聞き、定年後
迷うことなくすぐ入会しました。今はシルバーの仕
事や行事、各種講習会やボランティアなどの予定を
カレンダーに書き込むのが楽しみです。
　いつも積極的に前向きな気持ちを持てること、ま
た認知症や病気の予防にと、身体を動かすきっかけ
になり、収入もあることから仕事に行くのが楽しい
し、今元気でいられるのは
シルバーさんのおかげと感
謝しています。
　シルバーは、今ではなく
てはならない存在で、私が
生きていく原動力であり、
生活の一部となっていて、
会員であることに誇りを感
じています。

　私がシルバーへ入会したのは、会社を退職してから
約１年後でした。家でのんびりし過ぎたため、身体が
思い通りに動かなくなってきたからです。
　入会後紹介された仕事は経験したことがない業務で
したが、心機一転元気に、そして無事に勤め、さまざ
まな社会勉強をさせてもらい感謝しております。また
仕事やボランティアを通じて他の会員さんとの交流も
楽しく、仕事以外にも健康や
家庭の話題も有意義で、参考
になることが多く、会員にな
り本当に良かったと確信して
います。
　これからも健康と安全に気
を配り「生涯現役」を目指し
て頑張っていきたいです。

地 域 社 会 へ の 貢 献

　昭和62年から参加している港湾美化清掃ボランティアや、13年続いている各小学校下校時の見守りボラ
ンティア、また、ふれあい健康まつりでは、植木剪定残材から作った100％天然素材で養分たっぷりの腐葉土
を利用して、シルバー会員が作った安心・安全な野菜販売などを行っています。

港湾美化清掃 小学校下校時の見守り ふれあい健康まつり

シルバー会員は、高い健康度を維持しています！
　シルバーでは、平成26年度から (公財 )ダイヤ高齢社会研究財団と協働で生きがい就業による介護予防効果に関
する調査を行っています。これにより、シルバー会員が、本市の一般高齢者や全国平均よりも、要支援・要介護状態

の該当割合は低く、高い健康度を維持する会員が多い
ことが明らかになっています。
　特に、75～79歳で顕著に表れていることから、シ
ルバーで継続して就業されている人に、介護予防効果
が高いということが全国的にも明らかになっています。
　さらに本市では、60歳以上のシルバー入会率が府下
において1位であり、健康に関心のある高齢者が多い
ことがうかがえます。ぜひ60歳を迎えられた人はシル
バーへ入会し、健康寿命を延ばしませんか！0 5 10 15 20 25 30 35

80歳以上

75～79歳

70～74歳

65～69歳

･･･全国平均
･･･泉大津市民
･･･泉大津シルバー会員

（％）

要支援・要介護状態の該当割合

　  

　

60 歳6

　  

　

歳を過ぎてから
人ーバルシ

　  

　

らの生活を豊
員会ータンセ材

　  

　

豊かに過ごすた
！中集募員

　  

　

ために

　  

　

ーバルシ

60 歳
シ
的目をとこる
てじ通をとこ
人バルシ

ーバルシ■

　  

　

の上以歳06はータンセ材人

歳を過ぎてから
シ ババー 材材

有を性益公・性共公たしと的
を康健にもととる得を入収て
の上以歳06、はタンセ材人

み組仕のータンセ材人ー

人人ル
　  

　

員会るあの欲意く働で康健の

らの生活を豊
センター 登登

シ］合問［。すで体団るす有
、し実充をいがき生、し持保を
員会るあの欲意く働で康健の

み

へへ
　  

　

会し供提を会機の業就に員

豊かに過ごすた
録録しません

32☎（ータンセ材人ーバルシ
にりくづ会社域地るあ力活、
員会、し供提を会機の業就に員

登登
　  

　

く働は員

ために
んか

）7001・3
す献貢に
く働は員　  

　

ど

事

事

事

事

事

仕の援支児育

仕の援支者齢高

仕ので庭家人個

仕のでどな所務事

仕るいてしけ受き引おでータンセ材人ーバルシ

員

）

いさだく談相ごに軽気お

るすを事仕⑤

な体団
業企・庭家

7001・32☎（
ータンセ材人ーバルシ市津大泉

会

ぎ研物濯洗理調物買▷ い伝手事家の後産前産▷

け付り取の器報警災火▷
え替り取のンキッパ道水や球電▷

濯洗、除掃の家、手相し話▷
け付片後・度支の事食、物い買▷
い添き付の院入、助介内院・院通▷

業作軽の外内屋▷
膳配、場い洗、理調▷

理管の設施、場輪駐、場車駐▷
り刈草・き引草や掃清の内所務事▷
事仕務事のどな理経、務庶、付受▷

ゴロ
人ーバルシ

人るあの欲意く働
で康健の上以歳06い払支の金分配⑦

介紹の事仕③

録登の員会①

約契注受の事仕
な的期短・的時臨④

い払支の金約契⑥
頼依の事仕②

な令命揮指

　  

　

者注発ど
共公・業

クーマゴ
ータンセ材人

し

　  

　

。んせまきでけ受き引おはどな業作所高・害有・険危、めたの業就の者齢年高、しだた※

理管家き空▷
え替り張の戸網・子障・ますふ▷
除掃墓、定剪、き引草、除掃の家▷
ぎ研物刃、濯洗、理調、物い買▷

り守見のんさ子お▷
迎送の育保童学・園育保・園稚幼▷

い伝手事家の後産前産▷

15 広報いずみおおつ　平成29年2月号 14


